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（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

新
規
則
第
七
条
の
三
の
三
第
一
項
の
規
定
は
、
附
則
第
一
条
第
六
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
の
不

動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

新
規
則
附
則
第
三
条
の
二
の
十
六
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
同
条
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
を
受
け
て
新
築
さ

れ
る
貸
家
住
宅
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
施

行
規
則
（
附
則
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）附
則
第
三
条
の
二
の
十
六
に
規
定
す

る
政
府
の
補
助
を
受
け
て
新
築
さ
れ
た
貸
家
住
宅
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

（
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

新
規
則
第
十
六
号
の
九
様
式
は
、
施
行
日
以
後
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
自
動
車
取
得
税
に
つ

い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

（
固
定
資
産
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

新
規
則
附
則
第
六
条
第
十
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
取
得
さ
れ
る
同
項
に
規
定
す
る
施
設
に
対
し
て
課

す
べ
き
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
取
得
さ
れ
た
旧
規
則
附
則
第
六
条
第
十
項
に
規
定
す
る
施
設

に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
規
則
附
則
第
七
条
第
五
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
同
項
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
を
受
け
て
新
築
さ
れ
る

貸
家
住
宅
に
対
し
て
課
す
べ
き
平
成
二
十
七
年
度
以
後
の
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
旧
規
則
附
則

第
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
を
受
け
て
新
築
さ
れ
た
貸
家
住
宅
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

市
町
村
は
、
平
成
二
十
六
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
地
方
税
法
第
三
百
四
十
一
条
第
十
二
号
及
び
第
十
三

号
に
規
定
す
る
家
屋
課
税
台
帳
及
び
家
屋
補
充
課
税
台
帳
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
二
十
五
号
様
式
に
か
か

わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
は
、
新
規
則
第
七
条
の
二
の
八
第
一
項
中
「
政
令
第
三
十
五
条
の
十
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百
三
十
二
号
。附
則
第
三
条
の
二
の
三
第
一
項
に
お
い
て「
改

正
令
」
と
い
う
。）附
則
第
四
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
政
令
第
三
十
五
条
の
十
七
第

一
項
」
と
、
新
規
則
附
則
第
三
条
の
二
の
三
第
一
項
中
「
政
令
附
則
第
六
条
の
十
一
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
改
正

令
附
則
第
四
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
政
令
附
則
第
六
条
の
十
一
第
一
項
」と
す
る
。

２

平
成
二
十
六
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
の
期
間
を
徴
収
取
扱
費
算
定
期
間
と
す
る
徴
収
取
扱
費
の
支
払
に
つ
い
て
の

新
規
則
第
七
条
の
二
の
八
及
び
附
則
第
三
条
の
二
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
七
条
の
二
の
八
第

一
項
中
「
徴
収
取
扱
費
基
礎
額
（
政
令
第
三
十
五
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
六
年

三
月
の
徴
収
取
扱
費
基
礎
額
（
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百
三
十
二
号
。

以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
三
条
の
二
の
三
第
一
項
に
お
い
て
「
改
正
令
」
と
い
う
。）附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
政
令
第
三
十
五
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
平
成
二
十
六
年
三
月
の
徴
収
取
扱
費

基
礎
額
を
い
う
。）及
び
平
成
二
十
六
年
四
月
及
び
五
月
の
徴
収
取
扱
費
基
礎
額
（
改
正
令
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
政
令
第
三
十
五
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
平
成
二
十
六
年
四
月
及
び
五
月

の
」
と
、
新
規
則
附
則
第
三
条
の
二
の
三
第
一
項
中
「
徴
収
取
扱
費
基
礎
額
（
政
令
附
則
第
六
条
の
十
一
第
一
項
に

規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
六
年
三
月
の
徴
収
取
扱
費
基
礎
額
（
改
正
令
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
政
令
附
則
第
六
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
平
成
二
十
六
年
三
月
の
徴
収
取
扱
費

基
礎
額
を
い
う
。）及
び
平
成
二
十
六
年
四
月
及
び
五
月
の
徴
収
取
扱
費
基
礎
額
（
改
正
令
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
政
令
附
則
第
六
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
平
成
二
十
六
年
四
月
及
び
五
月

の
」
と
す
る
。

３

地
方
税
法
等
改
正
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
消
費
税
の
納
付
額

の
払
込
み
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
平
成
二
十
六
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
の
期
間
を
徴
収
取
扱
費
算
定
期
間
と
す
る
徴

収
取
扱
費
の
支
払
に
つ
い
て
の
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
規
則
第
七
条
の
二
の
八
及

び
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
規
則
附
則
第
三
条
の
二
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
規
則
第
七
条
の
二
の
八
第
一
項
中
「
徴
収
取
扱
費
基
礎

額
（
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百
三
十
二
号
。
附
則
第
三
条
の
二
の
三

第
一
項
に
お
い
て
「
改
正
令
」
と
い
う
。）附
則
第
四
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
政
令

第
三
十
五
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
六
年
三
月
の
徴
収
取
扱
費
基
礎
額
（
地
方
税

法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百
三
十
二
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
三
条
の
二

の
三
第
一
項
に
お
い
て
「
改
正
令
」
と
い
う
。）附
則
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
政
令

第
三
十
五
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
平
成
二
十
六
年
三
月
の
徴
収
取
扱
費
基
礎
額
を
い
う
。）及
び
平
成
二
十
六

年
四
月
及
び
五
月
の
徴
収
取
扱
費
基
礎
額
（
改
正
令
附
則
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

政
令
第
三
十
五
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
平
成
二
十
六
年
四
月
及
び
五
月
の
」
と
、
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
規
則
附
則
第
三
条
の
二
の
三
第
一
項
中
「
徴
収
取
扱
費
基
礎
額
（
改
正
令
附
則
第
四

条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
政
令
附
則
第
六
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
」
と
あ
る

の
は
「
平
成
二
十
六
年
三
月
の
徴
収
取
扱
費
基
礎
額
（
改
正
令
附
則
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
政
令
附
則
第
六
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
平
成
二
十
六
年
三
月
の
徴
収
取
扱
費
基
礎
額
を
い
う
。）及

び
平
成
二
十
六
年
四
月
及
び
五
月
の
徴
収
取
扱
費
基
礎
額
（
改
正
令
附
則
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
政
令
附
則
第
六
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
平
成
二
十
六
年
四
月
及
び
五
月
の
」
と
す
る
。

４

平
成
二
十
六
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
期
間
を
徴
収
取
扱
費
算
定
期
間
と
す
る
徴
収
取
扱
費
の
支
払
に
つ
い
て
の

新
規
則
第
七
条
の
二
の
八
及
び
附
則
第
三
条
の
二
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
七
条
の
二
の
八
第

一
項
中
「
政
令
第
三
十
五
条
の
十
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成

二
十
六
年
政
令
第
百
三
十
二
号
。
附
則
第
三
条
の
二
の
三
第
一
項
に
お
い
て
「
改
正
令
」
と
い
う
。）附
則
第
四
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
政
令
第
三
十
五
条
の
十
七
第
一
項
」
と
、
新
規
則
附
則
第
三
条
の
二

の
三
第
一
項
中
「
政
令
附
則
第
六
条
の
十
一
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
改
正
令
附
則
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
政
令
附
則
第
六
条
の
十
一
第
一
項
」
と
す
る
。

５

地
方
税
法
等
改
正
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
消
費
税
の
納
付
額

の
払
込
み
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
平
成
二
十
六
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
期
間
を
徴
収
取
扱
費
算
定
期
間
と
す
る
徴

収
取
扱
費
の
支
払
に
つ
い
て
の
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
規
則
第
七
条
の
二
の
八
及

び
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
規
則
附
則
第
三
条
の
二
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
附
則
第
四
条
第
一
項
後
段
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
第
四
条
第
五
項
」
と
す
る
。

６

平
成
二
十
六
年
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
期
間
及
び
同
年
十
二
月
か
ら
平
成
二
十
七
年
二
月
ま
で
の
期
間
を
徴
収

取
扱
費
算
定
期
間
と
す
る
徴
収
取
扱
費
の
支
払
に
つ
い
て
の
新
規
則
第
七
条
の
二
の
八
及
び
附
則
第
三
条
の
二
の
三

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
七
条
の
二
の
八
第
一
項
中
「
政
令
第
三
十
五
条
の
十
七
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百
三
十
二
号
。
附
則
第
三
条
の
二
の

三
第
一
項
に
お
い
て
「
改
正
令
」
と
い
う
。）附
則
第
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
政
令
第

三
十
五
条
の
十
七
第
一
項
」
と
、
新
規
則
附
則
第
三
条
の
二
の
三
第
一
項
中
「
政
令
附
則
第
六
条
の
十
一
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
改
正
令
附
則
第
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
政
令
附
則
第
六
条
の
十
一
第

一
項
」
と
す
る
。

７

地
方
税
法
等
改
正
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
消
費
税
の
納
付
額

の
払
込
み
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
平
成
二
十
六
年
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
期
間
及
び
同
年
十
二
月
か
ら
平
成
二
十

七
年
二
月
ま
で
の
期
間
を
徴
収
取
扱
費
算
定
期
間
と
す
る
徴
収
取
扱
費
の
支
払
に
つ
い
て
の
第
一
項
後
段
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
規
則
第
七
条
の
二
の
八
及
び
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

新
規
則
附
則
第
三
条
の
二
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
附
則
第
四
条
第
一
項
後
段
」
と

あ
る
の
は
、「
附
則
第
四
条
第
六
項
」
と
す
る
。
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